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蛍樟新聞
け い し ょ う

ＰＴＡ祭、がんばりました！ ７月３０日（日）

この日に向けて練習を重ね、ＰＴＡの選手・応援のみなさまの技と力と声を結集させることがで
きました。少人数の学校ながら、バレーボールも綱引きも２チームを出すことができること自体す
ばらしく、みなさんの思いの大きさが感じられました。それぞれのチーム力、一人一人のがんばり
も目を見張るものがあり、熱戦を繰り広げられ、綱引きは初優勝を飾ることができました。かかわ
ってくださった方々、何よりも保健体育部の皆様にお礼申し上げます。

奉仕作業、ありがとうございました ８月２０日（日）

暑さの厳しい休日の早朝から多くの保護者の方に参加いただき、ありがとうございました
おかげさまで、校舎内外が美しくなり、気持ちよく２学期をスタートさせることができました。引
き続き，ご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

冬の体操服が変わります
冬の体操服の長袖長ズボンが変わることになりました。ずっと使っていましたオレンジ色の体操服

ですが、今までの工場で作れなくなった関係で、注文から商品到着まで、大変時間がかかるようにな
り、とても不便をおかけすることになっています。そこで、ＰＴＡ役員会、ＰＴＡ評議員会の中で話
し合い、来年度の新入生からの注文を変更することに決定いたしました。上下とも紺ベースの体操服
となります。今までのオレンジ色体操服も着用していただいてもけっこうです。ご了承いただきたい
と思います。（後日、別紙でもお知らせいたします。）

１０月の下校変更・・・１０月２５日（水）１４：３０一斉下校となります。
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充実感いっぱいの２学期に！
校長 勝間光洋

猛暑だった８月も９月に入ると、それまでがうそのように急に涼しい風が吹くようになり、

秋を感じる今日この頃となっています。夏休みは、ご家族ですてきな毎日を過ごされたことで

しょう。８月２５日の始業式に久しぶりに会った子どもたちは、どことなくたくましく感じま

した。夏休みの目標を達成できた人にとっては、すばらしいスタートをきれたと思います。

先日には、夏休みの作品展を行いましたが、子どもたち

の力作が並び、がんばりがよくわかりました。ご家族の方

にもご協力をいただいたこともあるかと思います。ありが

とうございました。

２学期は長い期間ですが、合同授業・陸上記録会・学芸

会・修学旅行・やかげ学校音楽の集い等、たくさんの行事

があり、１学期以上に忙しくなるかもわかりません。笑顔

を忘れずに友達と協力して、全ての行事が成功するように

がんばってほしいと思います。また、各自の夢の実現に向けて、２学期の目標をしっかり決め

て、毎日コツコツと努力を続けていきましょう。川面小学校全体で、気持ちのいい元気なあい

さつ、さわやかな笑顔があふれる学校をめざして、何事にも全力で取り組んでいきたいと思い

ます。保護者の皆様、地域の皆様、ご支援をよろしくお願いいたします。

☆ 合同授業で、多くの友だちと刺激し合って ☆
昨年度より合同授業の日数を増やし、大人数の中で自分を表現

したり、仲間づくりを行ったりしています。２学期も３年以上で

さまざまな形で合同授業を行っていきます。それぞれの機会に、

いい意味で刺激をし合って、一人一人の頑張りや学級のまとまり

意識の向上につながればと思います。

２学期の合同授業は以下のような予定です。

８／２９（火）５年生 三菱自動車工場（水島）へ社会科見学

９／１３（水）・１５（金）４年生 美川小学校で４校合同授業

９／１４（木）４年生 Ｂ＆Ｇ海洋センターで７校合同体育

９／１５（金）３年生 Ｂ＆Ｇ海洋センターで７校交流会

１０／５～６ ６年生 ７校合同で修学旅行（京都・奈良・大阪）

１０／１９（木）５・６年生 陸上記録会（会場：小田小学校）に全員出場

１１／８～９ ５年生 ７校合同で海の学習（渋川青年の家）

１２／１ （金）４・５年生 やかげ学校音楽の集い（やかげ文化センター）

４年生の合同授業は、学力を始め，様々な力の育成を目指して毎年継続して行っています。

今年は、美川小学校に４小学校の４年生が集まり、いろいろな学習を行います。

竹内昌彦先生の感動の講演会

『何かお手伝いできることはありますか』の心で
９月１０日は、授業参観後、ＰＴＡ人権教育講演会を開催しました。本年度は、先日、三木記念

賞を受賞されたばかりの竹内昌彦先生にご講演をお願いしました。３年生以上の子どもたちも一緒

に話を聞き、「命の大切さ」や「やさしさ」、「これからの生き方」などについて考えることができた

のではないかと思います。保護者の皆様や地域の皆様も一緒に聞かれて、感動されたのではないか

と思います。

竹内先生は、今でもモンゴルやキルギスで視覚障害の方が教育を

受けられる学校を作るため、また、貧困のため治療を受けられず、

光を失う子どもたちに治療して、目が見えるように援助をし続けて

います。困っている方々に対して、自分が今できることを続けてお

られる姿に感動します。私たちも、自分の力のわずか数％でも、困

られている方々の力になるための「何かお手伝いできることはあり

ますか」の心を持ち続け、何か実行していきたいと思いました。




